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モズクCO2吸収量試算方法
◉JBEの手引きの式2-1を用いて算出した
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10.02790.04723.67 1.80.1330.929006309600

文献値画像解析による推定値 実測値

JBE手引き：https://www.blueeconomy.jp/wp-content/uploads/jbc2024/20240312_J-BlueCredit_Guidline_v.2.4.pdf



対象範囲
◉沖縄県うるま市勝連地域

出典:google mapより



面積推定
◉推定方法
Google earth engineを用いて衛星画像を取得し、藻場をとらえる可視光のスペクトルから藻場を抽出し
モズク漁場面積を算定した。
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添付資料①

※勝連漁協の漁業権の範囲を測定。 ※漁協申告値:690haと比較しても過大では
ないことを確認した。

2021年度:493ha
（2022年2月28日撮影）

2022年度:509ha
（2023年4月11日撮影）

2023年度:539ha
（2024年3月21日撮影）



網100枚

既知の面積から画像解析の精度を検証した。

モズク網1枚:30m2

30m2×100=3,000m2

=0.3ha

網の枚数まで鮮明に見える場所を選択

面積推定の精度検証

画像解析結果

0.26 ha / 0.3 ha ×100=86.7%

精度は87%程度である。



水産庁の市町村別海面漁業生産統計調査結果

◉うるま市モズク収穫量の直近5年平均

※水産庁の市町村別海面漁業生産統計調査は2018年で廃止となっているため、2018年までの直近5年平均とした。

添付資料②

年度 うるま市モズク収穫量（ｔ）

2014 5,965                                               

2015 6,129                                               

2016 7,491                                               

2017 8,574                                               

2018 8,833                                               

平均 7,398                                               



含水率

◉測定方法
水分計（OHAUS社製 MB-120）を用いて測定した。

水分量の平均値:91.35±0.82％（mean± S.D, n =114）

※2024年3月～5月測定
モズク水揚げに毎日立ち会い、水分量を測定

文献値（92.9%）と比較しても過大でないことを確認した。
種類 海域 含水比（％） 備考 文献

95 1,2月

93.8 3月

92.2 5月

C. okamuranus 93.2 2018 young

C. okamuranus 92.9 2019 young

C. okamuranus 91.4 2018 old

C. okamuranus 91.9 2018 young

平均 92.9

The Cell Wall Characterization of Brown Alga 
Cladosiphon okamuranus  during Growth, Miwa
et al. ,  Plants 2023, 12(18), 3274;
https://doi.org/10.3390/plants12183274

　収穫時期の異なるオキナワモズク

(Cladosiphon okamuranus  Tokida) に含まれるフ

コイダン含量の変動と構造の変化, 辻 et al, 応用

糖質科学：日本応用糖質科学会誌, 2013 年 3 巻

4 号 p. 248-252

沖縄県南城市

C. okamuranus Tokida

添付資料③



炭素含有率

◉推定方法
文献値より引用。
炭素含有率:13.3%

文献備考炭素含有率（％）海域種類

Variability in the Net Ecosystem Productivity (NEP) 
of Seaweed Farms, Sato et al., 2022, Frontier 
Marine Science

2021.1-2021.413.3沖縄県本部町C. okamuranus

補足資料



P/B比

◉推定方法
モズクの既報がないため、最小値の1を採用。

水産庁磯焼け対策ガイドライン
https://www.jfa.maff.go.jp/j/gyoko_gyozyo/g_gideline/attach/pdf/index-31.pdf

補足資料



その他

◉ CO2分子量比
44/12=3.67

◉残存率①
文献値:0.0472
（Krause-Jansen&Duarte, 2016, Substantial role of macroalgae in marine carbon 

sequestration, Nature Geoscienceを参照)

◉残存率②
文献値:0.0279
（J-ブルークレジット申請手引きの養殖藻場小型褐藻類型を採用)

◉生態系全体への変換係数
文献値:1
（浅海域における年間二酸化炭素吸収量の全国推計を参照）

補足資料



CO2吸収量試算結果
Confidential

CO2吸収量（ｔ-CO2）年度

7.3092021年度

7.5472022年度

7.9922023年度




